
 

1  

昭
和
四
十
九
年
七
月
二
十
九
日
提
出 

質

問

第

一

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

大
阪
国
際
空
港
の
将
来
の
在
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
九
年
七
月
二
十
九
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

前 
尾 
繁 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

石 
 

井 
 
 

一 

 

一 

 



 

そ
の
結
果
、
運
輸
省
は
昭
和
四
十
八
年
七
月
同
協
議
会
に
対
し
、「
大
阪
国
際
空
港
の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
関
西
国
際
空
港
の
開
港
時
点
に
こ
れ
を
撤
去
す
る
こ
と
を
含
め
て
検
討
す
る
も
の
と
し
、
検
討
に
際
し
て
は
地

元
公
共
団
体
の
意
志
を
十
分
尊
重
す
る
。
」
こ
と
を
回
答
し
た
。 

飛
行
場
周
辺
の
航
空
機
騒
音
は
近
年
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
り
、
特
に
大
阪
国
際
空
港
に
お
い
て
は
昭
和
三
十

九
年
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
の
乗
入
れ
以
来
何
十
万
人
と
い
う
周
辺
住
民
を
悩
ま
し
て
い
る
の
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
の
た
め
空
港
周
辺
住
民
は
こ
の
問
題
の
抜
本
的
な
解
決
を
求
め
て
根
強
い
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
し
て
空

港
周
辺
の
十
一
の
市
か
ら
な
る
大
阪
空
港
騒
音
対
策
協
議
会
も
、
住
民
の
福
祉
を
守
り
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る

立
場
か
ら
国
及
び
関
係
機
関
に
航
空
機
騒
音
対
策
の
強
化
を
要
望
、
活
動
し
て
き
た
。 

 
ま
た
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
、
航
空
機
騒
音
防
止
法
の
改
正
に
伴
つ
て
、
空
港
周
辺
の
騒
音
防
止
対
策
を
実
施
す 

大
阪
国
際
空
港
の
将
来
の
在
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

る
た
め
の
大
阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
機
構
が
設
立
さ
れ
た
。
今
後
、
同
機
構
に
お
い
て
は
、
大
阪
、
兵
庫
両
知
事

に
よ
る
大
阪
国
際
空
港
周
辺
整
備
計
画
を
基
本
と
し
て
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
同
計
画
に
お
い

て
は
、
「
大
阪
国
際
空
港
の
騒
音
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
は
、
関
西
国
際
空
港
の
建
設
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
建 

 

設
に
は
現
空
港
の
撤
去
を
基
本
と
す
る
。
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
同
計
画
は
航
空
機
騒
音
防
止
法
の
規
定
に

基
づ
き
国
と
の
協
議
が
整
つ
て
い
る
。 

一
方
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
の
運
輸
大
臣
の
諮
問
以
来
、
約
二
年
十
か
月
に
わ
た
つ
て
審
議
を
重
ね
て
き
た
航

空
審
議
会
関
西
国
際
空
港
部
会
は
審
議
を
終
え
、
八
月
に
は
答
申
が
な
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
答
申
の
中
で
は

大
阪
国
際
空
港
の
取
扱
い
に
関
し
て
、
廃
止
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
明
確
と
な
つ
て
き
た
。 

と
こ
ろ
が
参
議
院
選
挙
中
の
六
月
十
八
日
、
田
中
総
理
大
臣
は
神
戸
及
び
大
阪
に
お
い
て
、
現
空
港
は
新
し
い

空
港
が
で
き
た
後
で
も
必
要
で
あ
る
旨
発
言
さ
れ
、
関
係
者
の
間
に
強
い
波
紋
を
生
じ
た
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
阪
国
際
空
港
の
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
関
西
国
際
空
港
の
建
設
と
も
関
連
し
て
、 

四 
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政
府
の
明
確
な
る
統
一
見
解
を
改
め
て
明
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


